
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成 24年 6月 1日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

研究成果の概要（和文）：自己制御に伴う心的機能の働きを、意識的な自覚を伴う過程と伴わな

い過程に分類し、それらの過程の協働という観点からモデル化した。また、目標志向行動と誘

惑や衝動の抑制に関する顕在指標と潜在指標を、直接比較可能な形で計測するための新たな測

定法が開発された。一連の実証研究を通じて、意識的な体験の生起には、意識的な自覚の外で

働く自動的な過程が、重要な役割を果たしていることが示唆された。 

 
研究成果の概要（英文）：A model of multiple automaticity was proposed to address the 

complementary roles of consciousness and the unconscious in self-regulation. New 

measures of explicit and implicit goals and temptations were developed to enable direct 

comparisons of these action tendencies. Initial empirical evidence consistent with the 

multiple automaticity account were obtained, such that unconscious processes operating 

outside of conscious awareness plays a crucial role in emergence of conscious experiences. 
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１．研究開始当初の背景 

自らの認知、感情、行動を意識的に監視し、
望ましい状態を維持しようとする意図的な
心的機能の働きとして、自己制御を捉えよう
とする旧来の試みには、自己報告の歪み、行
動予測力の低さ、逆説的効果などの点から限
界が指摘されてきた。 

 

２．研究の目的 

 本研究では、環境の制約と習慣が葛藤する

日常場面において、自己制御に伴う心的機能
の働きを、意識的な自覚を伴う過程と伴わな
い過程に分類し、それらの過程の協働という
観点からモデル化した。また、その妥当性を
実証的に検討することを目的とした。 

３．研究の方法 

 日常の自己制御において重要な役割を担
うと考えられる、目標志向行動と誘惑や衝動
の抑制に関する一連の顕在指標と潜在指標
を直接比較可能な形で計測するための新た
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な測定法が開発された。また、日用品を用い
た刺激作成など、生態学的な妥当性を高めた
実験材料の作成が試みられた。その通文化的
妥当性を検証するために、日本およびオラン
ダで実施された実験結果の比較が行われた。 
 
４．研究成果 
 一連の実証研究を通じて、意識的な体験の
生起には、意識的な自覚の外で働く自動的な
過程が重要な役割を果たしていることが示
唆された。また、顕在指標ならびに潜在指標
の国際比較においては、多重自動性モデルに
よる予測と整合したパターンが観察された。
その成果の一部は、国内外の学会および学術
論文、図書などで報告済みである。 
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